
　

天
保
年
間
（
1
8
3
0
〜
1
8
4
4
）
の
相
川
を
描
い
た
絵

図
「
相
川
十
二
ヶ
月
」
か
ら
「
羽
田
市
」
を
紹
介
し
ま
す
。
羽

田
町
で
は
今
も
市
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
始
ま
り
は
文

化
９
年
（
1
8
1
2
）
11
月
10
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
佐
渡
国

略
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
羽
田
町
│
札
の
辻
│
羽
田

浜
へ
か
け
て
、
道
ば
た

に
露
店
が
出
さ
れ
、
に

ぎ
わ
う
市
の
様
子
が
絵

図
か
ら
う
か
が
え
ま

す
。
ま
た
、
右
端
に
見

え
る
瓦
屋
根
の
大
き
な

建
物
は
「
広
恵
倉
」
と

い
う
佐
渡
奉
行
所
の
交

易
会
所
で
、
今
の
佐
渡

西
警
察
署
が
あ
る
辺
り

に
あ
り
ま
し
た
。
浜
近

く
に
見
え
る
４
本
の
煙

突
が
つ
い
た
屋
根
か
ら

は
、
煙
が
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
町
目
浜
町
に
あ
っ
た

「
銅
床
屋
」
で
、
鉱
山

で
採
れ
た
銅
の
製
錬
を

お
こ
な
う
施
設
で
す
。
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第19号の予告

◆活動報告　ほか
 
次回2月25日
刊行予定

2015年12月25日発行

第18号

石井文海「天保年間相川十二ヶ月」より「雑　羽田市之図」（抜粋）
出典：『新潟県史 資料編23 民俗・文化財二』

　大掃除の真っ最中です。掃
除をしながら考え事をすると、
普段よりもよく集中できる気
がします。にゃんじーは、今年
１年をふり返る作業がはかどっ
ているようです。

ガ
イ
ド
の
思
い
出

い
ち

こ
う
え

そ
う

ど
う
と
こ
や

イベントの
お知らせ 「なるほど！なっとく！佐渡金銀山の魅力発見」

世界遺産セミナー

入場料
無料

◆日時／平成28年1月31日㈰13:00～15:30
◆会場／朱鷺メッセ４階　マリンホール（新潟市中央区万代島6－1）
◆プログラム／講演「世界遺産候補　佐渡金銀山の見どころ」（吉田博）／

佐渡学習発表（五泉市立五泉小学校、佐渡市立相川中学校）／
ブリカツくんトーク／佐渡金銀山紙芝居ほか

◆その他＊要事前申込み（先着300名）、申込締切1月29日㈮ （お名前、ご住所、電話番号、参加人数をお伝えください ）

申込先：
新潟県教育庁文化行政課
世界遺産登録推進室
電話025－280－5726

江
戸
時
代
の
相
川  

〜
羽
田
市
〜

茶会（奉行所　大広間）

復原された佐渡奉行所の施設群

天保6年(1835)の佐渡奉行所
「御奉行若林様御好草稿(相川之図)」(株式会社ゴールデン佐渡所蔵)抜粋

シンポジウム（奉行所　地方役所）

国重要文化的景観 選定記念 シンポジウム
佐渡金銀山 世界遺産登録祈念 茶会

佐渡奉行所跡で開催しました!

　
11
月
1
日
、
国
史
跡
「
佐
渡
奉
行
所
跡
」

（
相
川
広
間
町
1
‐
1
）を
会
場
に
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
主
催
：

佐
渡
市
、佐
渡
市
教
育
委
員
会
、相
茶
会
）。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今
年
10
月
、
相
川
市

街
地
が
国
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
、景
観
や
建
物

の
専
門
家
を
講
師
に
招
き
、
基
調
講
演
や

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
茶
会
は
、

佐
渡
金
銀
山

の
世
界
遺
産

登
録
を
祈
念

し
、
相
茶
会

に
よ
る
茶
席

が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
寒
空
の
下

で
の
開
催
で

し
た
が
、当
日
は
大
変
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。会
場
内
で
は
、
佐
渡
金

銀
山
や
相
川
に
関
連
し
た
展
示
も
お
こ
な

い
、1
日
奉
行
所
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

「
佐
渡
奉
行
所
」の
は
な
し

　
慶
長
8
年（
1
6
0
3
）、
佐
渡
の
鉱
山
経
営
と
行

政
の
中
心
と
し
て
、
相
川
湾
を
見
下
ろ
す
上
町
台
地

の
先
端
に
奉
行
所
が
置
か
れ
ま
し
た
。建
物
は
火
事

に
よ
る
消
失
・
再
建
を
く
り
返
し
、そ
の
度
に
、敷
地

の
広
さ
や
建
物
の
配
置
な
ど
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
ま
す
。現
在
の
奉
行
所
は
、最
後
に
再
建
さ
れ
た
安

政
6
年（
1
8
5
9
）の
姿
を
復
原
し
た
も
の
で
す
。

詳
細
は

２
・
３
面
で

紹
介
し
て

い
ま
す
！
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茶
会
は
、平
成
22
年
よ
り
佐
渡
奉
行

所
を
会
場
に
相
茶
会
主
催
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
初
め
て
、シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

奉
行
所
の「
大
広
間
」（
年
中
行
事
な

ど
に
使
用
さ
れ
た
格
式
の
高
い
部
屋
）に

茶
席
が
設
け
ら
れ
、参
加
者
は
、着
物
姿

の
相
茶
会
の
皆
さ
ん
の
お
点
前
に
見
入

り
な
が
ら
特
製
の
お
菓
子
と
抹
茶
を
味

わ
い
ま
し
た
。

①「
相
川
の
文
化
的
景
観
の
魅
力
」

東
京
大
学
名
誉
教
授  

篠
原
修
先
生

　

気
象
条
件
の
厳
し
い
相
川
に
、金
山

の
富
を
求
め
て
多
く
の
人
が
や
っ
て
き

た
。こ
こ
に
は
富
に
惹
か
れ
る
人
間
の
性

が
表
れ
て
い
る
。ま
た
、近
代
以
降
の
佐

渡
鉱
山
で
は
、福
利
厚
生
を
充
実
さ

せ
、労
働
者
を
大
切
に
し
て
い
た
。そ
こ

に
人
間
の
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

自
然
の
偉
大
さ
、人
間
と
い
う
存
在

の
面
白
さ
、さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
評
価

す
べ
き
伝
統
が
相
川
に
は
た
く
さ
ん
あ

る
。

②「
各
地
の
町
並
み
保
存
の
取
組
み
」

長
岡
造
形
大
学
教
授  

木
村
勉
先
生

　

空
き
家
の
増
加
や
高
齢
化
の
問
題

は
各
地
で
起
き
て
い
る
が
、古
い
建
物
を

活
か
す
試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。そ
れ
は

無
理
し
て
古
く
見
せ
る
の
で
は
な
く
、

本
物
を
大
切
に
し
、今
残
っ
て
い
る
も
の

を
現
代
の
用
途
に
応
じ
て
う
ま
く
使
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
。

　

そ
の
た
め
に
は
、市
民
が
考
え
、自
分

達
の
町
を
よ
く
磨
く
こ
と
が
大
切
。町

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
想
い
で
活
動
し
て

い
る
人
達
が
各
地
に
い
る
。

境
氏（
相
川
第
2
分
団
役
員
）「
一
度
島
外

に
出
て
佐
渡
に
戻
り
、よ
う
や
く
、相
川

の
景
色
を
き
れ
い
だ
と
思
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。自
宅
か
ら
見
え
る
夕
日
、子
供

の
頃
に
遊
び
場
に
し
て
い
た
鉱
山
の
選

鉱
場
な
ど
、今
は
大
切
に
思
う
」

山
口
学
芸
員（
佐
渡
市
）「
相
川
の
皆
さ

ん
の
記
憶
の
な
か
に
鉱
山
町
が
あ
り
、

思
い
出
が
あ
る
。た
だ
、日
常
生
活
で

は
、故
郷
の
風
景
の
す
ば
ら
し
さ
に
気

づ
き
に
く
い
。自
分
が
そ
う
だ
っ
た
」

木
村
先
生「
皆
が
関
心
を
も
っ
て
取
り

組
む
に
は
地
道
な
努
力
と
長
い
時
間
が

必
要
。市
民
や
行
政
、建
築
士
、職
人
な

ど
、皆
で
考
え
進
め
て
い
く
」

鈴
木
文
化
財
調
査
官（
文
化
庁
）「
住
ん

で
い
る
人
が
相
川
を
好
き
に
な
り
、相

川
の
魅
力
を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
」

篠
原
先
生「
か
つ
て
の
日
本
人
に
あ
っ
た

地
域
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
を
ど
う

取
り
戻
す
か
。行
政
頼
り
で
は
な
く
、

自
分
達
が
が
ん
ば
る
」

鈴
木
文
化
財
調
査
官「
ま
ち
づ
く
り
は

皆
が
主
役
。皆
で
楽
し
み
、少
し
ず
つ
前

進
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
」

期
日
：
平
成
27
年
11
月
1
日
㈰

会
場
：
国
史
跡「
佐
渡
奉
行
所
跡
」

内
容
：
午
前
　
茶
会（
4
回
）

午
後
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
基
調
講

演
・ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か
）

茶
会

　

相
川
市
街
地
が
国
重
要
文
化
的
景

観
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、奉
行

所
の「
地
方
役
所
」（
佐
渡
の
相
川
以
外

の
地
域
を
取
り
締
ま
る
地
方
役
が
仕
事

を
す
る
部
屋
）を
会
場
に
、基
調
講
演
や

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
段
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

当
日
は
、奉
行
所
の
各
部
屋
で
佐
渡

金
銀
山
や
相
川
に
関
す
る
展
示
も
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

上
相
川
遺
跡（
初
期
の
鉱
山
集
落
跡
）

か
ら
出
土
し
た
陶
磁
器
や
、今
後
、相
川

市
街
地
に
設
置
予
定
で
あ
る
案
内
・
誘

導
看
板
の
模
型
を
展
示
し
、新
潟
県
と

佐
渡
市
の
職
員
が
解
説
し
ま
し
た
。

会
場
の
よ
う
す

　

文
化
的
景
観
と
は
、長
い
年
月
を
か
け

て
人
の
暮
ら
し
が
生
み
出
し
た
地
域
独

特
の
景
観
で
す
。そ
の
う
ち
、特
に
重
要

だ
と
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
景
観
が
、重
要

文
化
的
景
観
と
し
て
国
の
文
化
財
に
選

定
さ
れ
ま
す
。

文
化
的
景
観
と
は

国重要文化的景観 選定記念 シンポジウム 佐渡金銀山 世界遺産登録祈念 茶会

た
く
さ
ん
の
方
が
来
て
く
れ
て
、

い
つ
も
以
上
に
奉
行
所
が

賑
や
か
だ
っ
た
に
ゃ
。

開催
報告

&

基調

講演
トーク
セッション

お話の一部を
紹介します！

相川の歴史を
活かした
まちづくりを！


